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（2月末現在）
人　口 41,286人 （-1）
男　性 20,239人 （-9）
女　性 21,047人 （+8）
世帯数 17,280戸 （+31）

南風原町の情報はこちらから

▲ホームページ ▲LINE

編集後記
　春は旅立ちの季節。今月の
広報は中学校の卒業式で撮
影した卒業生の皆さんの姿
を表紙にしました。新しい道
へ進む皆さんが自分らしく輝
けることを願っています。
　また、3月末に町のホーム
ページをリニューアルしま
す。より見やすく便利になりま
すのでぜひご活用ください！
　新年度も広報を通じて町
の魅力をお届けしていきま
す。今年度もどうぞよろしく
お願いします。

2月の人の動き
出　生
死　亡
転　入
転　出

29人
20人
141人
151人

南風原町の人口マイナンバーカード時間外窓口 マイナンバー

※予約取消・変更の場合はお電話ください。
※ご予約は窓口開設日の前日までです。

➡
ネットからも
予約できます

予約制ですので、希望の方はネットまたは
電話でのご予約をお願いします。 窓口開設日

時　　　間
4月10日（木）・24日（木）
17：30～19：30

南風原町役場 1 階　住民環境課（①番窓口）予約・受付窓口 ☎889-4414

南風原町のホームページが
新しくなります！
より見やすく、使いやすくなるように
リニューアルを進めています。

新しいホームページは 3 月中に公開予定です。

皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解いただきますようお願いいたします。

トップページ(https://www.town.haebaru.lg.jp)に変更はありませんが、トップ
ページ以外のページについては、アドレス(URL)が変更になります。各ページをブック
マーク等に登録されている方は、お手数をおかけしますが変更をお願いします。

リニューアル

1

アドレス (URL) の変更に伴い、現在配布しております広報誌等の QR の読み取りが
機能しない可能性がございます。その際はホームページ上部にある検索窓より、キー
ワード等を入力しての検索をお願いします。

2

リニューアルに先駆けて２点ご案内です。

総務課 ☎889-4415問



私
は
町
長
就
任
以
来
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
南
風
原
町

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
と

も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平
和

郷
」
の
実
現
と
、
町
民
皆
様
と
の

約
束
で
あ
る
７
つ
の
政
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
、平
和・教
育・文
化
・

福
祉
・
子
育
て
支
援
等
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
町
民
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
共
に
歩
ん

で
い
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
る

と
、
急
速
な
物
価
高
騰
が
町
民
生

活
や
地
域
経
済
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き

続
き
町
民
や
事
業
者
の
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
加
え
人

件
費
の
大
幅
な
増
加
が
、
町
財

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
民
皆
様

と
の
約
束
で
あ
る
町
民
体
育
館

の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

す
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
民
体
育
館
が
単
な
る

建
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的

に
持
続
可
能
で
地
域
に
根
ざ
し

た
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
で
す
。
町
民
体
育
館
は
、

地
域
交
流
や
健
康
促
進
の
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
、
町
民
皆
様
と
意
見
交
換
を

重
ね
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
に
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
、
本

島
北
部
地
区
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
町
で
も
予
測
で
き
な
い
災

害
か
ら
町
民
皆
様
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
防
災
力
を
強
化

し
、
災
害
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
、
本
町
は
町
制
施
行
45

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
に
対
し
、
町
民
皆
様
並

び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中

で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
に
取
り
組

み
、「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
に

実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

第
五
次
南
風
原
町
総
合
計
画

は
、
今
年
度
で
９
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
つ

い
て
評
価
と
検
証
を
行
い
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
総
合
計
画

の
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」
の

実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
の
「
平
和
」、「
自

立
」、「
共
生
」
に
つ
い
て
、
町

民
平
和
の
日
を
中
心
に
「
平
和
」

の
尊
さ
を
願
う
町
民
の
心
を
国

内
外
に
発
信
し
、
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
時
代
の
中
で
「
自
立
」

し
た
多
様
な
人
々
が
育
ち
集
う

地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
然
と
の
調
和
や
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

「
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

町
民
に
必
要
な
情
報
を
迅
速

か
つ
確
実
に
届
け
る
た
め
、
町

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
多
様
な
媒
体
を
効
果
的

に
活
用
し
、
行
政
情
報
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

町
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

ま
ち
メ
ー
ル
、
町
政
提
案
箱
、

行
政
懇
談
会
に
加
え
、
各
種
委

員
会
へ
の
公
募
委
員
の
積
極
的

な
登
用
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
の
活
用
な
ど
、
様
々
な

意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
町

民
の
町
政
へ
の
参
画
を
促
し
、

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
交
流
や

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
「
兼

本
ハ
イ
ツ
集
会
所
建
設
事
業
」

へ
の
整
備
補
助
を
行
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
支

援
し
ま
す
。

家
庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人
を

育
て
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
よ
り

大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
家
庭
と
学

校
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
、
各
小
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の

転
換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、児
童
・

生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
進

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
科

の
基
礎
と
な
る
「
読
み
解
く
力
」

の
強
化
に
も
取
り
組
み
、「
確
か

な
学
力
」
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
登
校
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
体
と

な
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
町
立
幼
稚
園
に
お
い
て

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供

で
き
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ

の
移
行
や
、
３
歳
児
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
学
校
給

食
費
を
改
定
し
ま
す
が
、
改
定

分
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
と
増
進

を
図
る
た
め
に
、
栄
養
士
に
よ

る
食
に
関
す
る
授
業
や
食
育
講

話
を
実
施
し
、
食
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
促
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
安
定
的
な
供
給
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
、
調
理
業
務

等
を
民
間
委
託
し
、
引
き
続
き

安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
小
中
学
校

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切

り
替
え
を
行
い
、
環
境
改
善
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め

に
、
中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
多
く
の

町
民
の
学
び
・
体
験
・
交
流
が

で
き
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
図
書
館

を
目
指
し
、
電
子
図
書
や
地
域

資
料
等
の
整
備
・
充
実
を
進
め
、

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
で

き
る
よ
う
地
域
学
校
協
働
本
部

（
学
校
応
援
隊
は
え
ば
る
等
）
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

平
和
学
習
や
交
流
・
観
光
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
陸
軍

病
院
南
風
原
壕
群
の
活
用
や
、
子

ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
に
よ

る
小
学
生
の
派
遣
、
青
少
年
国
際

交
流
に
よ
る
中
学
生
の
ハ
ワ
イ

州
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
沖
縄
及
び
南
風
原
の
歴
史
資

料
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
公

開
・
活
用
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
広
く

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
力
向
上

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
次
南
風
原
町
地
域
福
祉

推
進
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
を
目
指

し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
よ

る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
卒
業

年
齢
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
助

成
の
現
物
給
付
や
、
妊
娠
時
か

ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し

た
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
、

妊
娠
出
産
時
の
経
済
的
支
援
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
保
育

所
等
に
就
職
し
た
保
育
士
に
10

万
円
を
給
付
す
る
就
職
一
時
金

等
を
継
続
し
、
保
育
士
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
宮
平
保

育
所
、
北
丘
児
童
館
及
び
津
嘉

山
児
童
館
の
防
水
工
事
を
実
施

し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り

ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
拠
点
型
居
場
所

や
若
年
妊
産
婦
支
援
を
継
続
し
、

新
た
に
中
高
生
や
若
者
を
対
象

と
し
た
学
習
・
就
労
支
援
を
行

う
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）・
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
の

自
立
支
援
を
推
進
し
、
第
６
次

障
が
い
者
計
画
に
基
づ
く
各
施

策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
心
身
共
に
元
気
な

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業

や
認
知
症
対
策
の
更
な
る
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
権
利
擁
護
を
含

む
相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
発
展

を
図
り
、
障
が
い
の
有
無
や
年

齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域

の
一
員
と
し
て
互
い
に
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
重
点
を
置
い
た
保
健
活
動
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学
童

期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
保
特
別
会
計

の
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
令
和

７
年
度
も
厳
し
い
国
保
財
政
が

続
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
、
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
示
さ
れ
た
市
町
村

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
、

県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農

地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力

増
強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ

く
り
奨
励
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援

と
し
て
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
設
置

や
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
の
農
業
者
肥
料
購
入
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
農
業
委
員
会
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
や

農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
耕

作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
規
畑
人
支
援
事

業
補
助
金
の
給
付
等
を
通
じ
て
、

新
規
就
農
者
の
担
い
手
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
病
害

虫
対
策
や
種
苗
配
布
、
収
穫
機

械
利
用
経
費
に
対
す
る
補
助
を

通
じ
て
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
お
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
、
畜
産

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業
に

よ
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
臨

時
支
援
事
業
や
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
な
ど
の
支
援
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
町
民
１

人
あ
た
り
２
千
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
物
価
高
騰
生
活
者
支

援
事
業
を
実
施
し
、
生
活
支
援

及
び
地
域
産
業
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
商
品
展
開
力
強
化

支
援
事
業
を
通
じ
て
特
産
品
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
販
路
構
築
、

顧
客
基
盤
の
形
成
に
町
商
工
会

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
中
小
企
業
の
経

営
基
盤
強
化
を
図
り
、
本
町
へ

の
新
た
な
企
業
立
地
を
促
進
・

支
援
し
、
雇
用
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
女
性

の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
デ
ジ

タ
ル
教
育
と
就
労
ま
で
一
貫
し
た

支
援
を
行
う
、
地
域
女
性
活
躍
推

進
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ
く
後

継
者
育
成
事
業
等
を
実
施
し
、

琉
球
絣
・
南
風
原
花
織
の
新
規

従
事
者
の
養
成
と
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
後
継
者
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
内
外

で
の
展
示
即
売
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

も
、
琉
球
絣
事
業
協
同
組
合
と

連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

観
光
協
会
と
連
携
し
観
光
施
策

の
推
進
・
振
興
に
努
め
る
と
と

も
に
、観
光
大
使
や
「
は
え
る
ん
」

の
情
報
発
信
力
を
活
用
し
、
本

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
む
中
、
地
域
に
お

け
る
安
全
・
安
心
な
環
境
基
盤

づ
く
り
を
、
地
域
と
協
働
し
取

り
組
み
ま
す
。

地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
の

自
然
災
害
、
さ
ら
に
は
特
殊
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
か
ら
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
安
全
・

安
心
な
環
境
基
盤
の
整
備
に
関

し
て
、
関
係
機
関
や
地
域
社
会

と
連
携
し
、
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

総
合
防
災
訓
練
に
加
え
、
各
字
・

自
治
会
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
結
成
及
び
活
動
を
支
援
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
等
に
お

い
て
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
確
実
に
発
信
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
機
能
強

化
を
図
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
道
10
号
線
及
び
津
嘉

山
中
央
線
（
２
工
区
）
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
道
16

号
線
の
交
差
点
改
良
工
事
を
実

施
し
、
渋
滞
緩
和
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
道
９
号
線
及
び
町

道
1
4
3
号
線
の
実
施
設
計
を

行
い
、
地
域
の
交
通
環
境
を
改

善
し
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
引
き
続
き

津
嘉
山
公
園
の
整
備
を
進
め
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

河
川
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮

平
川
の
浚
渫
工
事
を
実
施
し
、

河
川
の
氾
濫
対
策
や
水
質
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
部
公
園
線

の
道
路
築
造
工
事
及
び
物
件
補

償
を
中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
津
嘉
山

北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
、

Ｊ
Ａ
津
嘉
山
支
店
付
近
の
集
落

地
内
及
び
、
喜
屋
武
・
照
屋
地

区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
整
備
で
は
、
引
き
続
き
照

屋
地
内
、
大
名
地
内
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
接
続
の

普
及
活
動
を
行
い
、
水
洗
化
率

の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

土
地
利
用
関
係
で
は
、
南
風

原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

照
屋
地
区
の
土
地
区
画
整
理
組

合
設
立
に
向
け
て
、
地
権
者
組

織
の
支
援
と
、
都
市
計
画
法
関

連
手
続
き
を
平
行
し
て
進
め
ま

す
。
ま
た
、
津
嘉
山
地
区
に
つ

い
て
も
事
業
化
を
検
討
し
ま
す
。

交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、
総

合
交
通
戦
略
に
基
づ
き
、
生
活

道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
開
始
し
た
地
域
公
共

交
通
モ
ビ
の
実
証
運
行
に
つ
い

て
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
改

善
を
図
り
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
と
し
て
の
取
組
を
継
続
し

ま
す
。

住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所
等

と
連
携
し
、
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
・
再
利
用
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、「
第
３
次
南
風
原
町

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

や
「
南
風
原
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
様
々
な

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い

て
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
立
て
看
板
等
の
設
置
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
や
「
は
え
ば

る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し

た
環
境
講
座
、
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
環
境
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

町
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
悪
臭
や
騒
音
、
水
質
汚
濁
、

振
動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

「
第
五
次
南
風
原
町
行
政
改
革

大
綱
」
の
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」「
組
織
力
の
強

化
と
人
材
育
成
」「
健
全
で
持
続

可
能
な
行
財
政
経
営
の
推
進
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
、

「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
に

定
め
た
具
体
的
な
取
組
事
項
を

推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

２
月
に
策
定
し
ま
し
た
南
風
原

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
手
続
き
の
更
な
る
利
便
性

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る

な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

ま
す
。

引
き
続
き
社
会
情
勢
等
の
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
に

重
点
を
置
き
、
第
五
次
南
風
原

町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
目
標
を
推
進
す
る
た
め
、

教
育
・
文
化
・
福
祉
・
子
育
て

支
援
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
産

業
振
興
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
お
い
て
予
算
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
通

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
特
に

人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
騰
な

ど
が
影
響
し
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
、
重
要
な
政
策

課
題
に
は
必
要
な
予
算
措
置
を

講
じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
７
年
度
の
町
政

運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
主

要
施
策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

予
算
以
外
の
審
議
案
件
と
し

て
議
案
11
件
、
ま
た
、
追
加
議

案
と
し
て
数
件
提
出
す
る
予
定

で
す
。
議
員
各
位
の
慎
重
な
る

ご
審
議
の
上
、
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺 

正
之

令和 7 年第 1 回南風原町議会定例会の開会にあたり、赤嶺正之町長が
｢施政方針｣を表明しました。施政方針は町長が各年度において町政運
営の基本方針や主な施策の方向性を示すものです。

南風原町長　赤嶺 正之

未来へつなぐ愛・夢・安らぎ
令和７年度施政方針

令和７年度施政方針

は
じ
め
に

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て 

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

こ
が
ね
は
え

さ
　 

と
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私
は
町
長
就
任
以
来
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
南
風
原
町

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
と

も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平
和

郷
」
の
実
現
と
、
町
民
皆
様
と
の

約
束
で
あ
る
７
つ
の
政
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
、平
和・教
育・文
化
・

福
祉
・
子
育
て
支
援
等
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
町
民
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
共
に
歩
ん

で
い
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
る

と
、
急
速
な
物
価
高
騰
が
町
民
生

活
や
地
域
経
済
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き

続
き
町
民
や
事
業
者
の
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
加
え
人

件
費
の
大
幅
な
増
加
が
、
町
財

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
民
皆
様

と
の
約
束
で
あ
る
町
民
体
育
館

の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

す
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
民
体
育
館
が
単
な
る

建
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的

に
持
続
可
能
で
地
域
に
根
ざ
し

た
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
で
す
。
町
民
体
育
館
は
、

地
域
交
流
や
健
康
促
進
の
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
、
町
民
皆
様
と
意
見
交
換
を

重
ね
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
に
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
、
本

島
北
部
地
区
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
町
で
も
予
測
で
き
な
い
災

害
か
ら
町
民
皆
様
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
防
災
力
を
強
化

し
、
災
害
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
、
本
町
は
町
制
施
行
45

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
に
対
し
、
町
民
皆
様
並

び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中

で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
に
取
り
組

み
、「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
に

実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

第
五
次
南
風
原
町
総
合
計
画

は
、
今
年
度
で
９
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
つ

い
て
評
価
と
検
証
を
行
い
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
総
合
計
画

の
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」
の

実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
の
「
平
和
」、「
自

立
」、「
共
生
」
に
つ
い
て
、
町

民
平
和
の
日
を
中
心
に
「
平
和
」

の
尊
さ
を
願
う
町
民
の
心
を
国

内
外
に
発
信
し
、
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
時
代
の
中
で
「
自
立
」

し
た
多
様
な
人
々
が
育
ち
集
う

地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
然
と
の
調
和
や
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

「
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

町
民
に
必
要
な
情
報
を
迅
速

か
つ
確
実
に
届
け
る
た
め
、
町

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
多
様
な
媒
体
を
効
果
的

に
活
用
し
、
行
政
情
報
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

町
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

ま
ち
メ
ー
ル
、
町
政
提
案
箱
、

行
政
懇
談
会
に
加
え
、
各
種
委

員
会
へ
の
公
募
委
員
の
積
極
的

な
登
用
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
の
活
用
な
ど
、
様
々
な

意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
町

民
の
町
政
へ
の
参
画
を
促
し
、

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
交
流
や

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
「
兼

本
ハ
イ
ツ
集
会
所
建
設
事
業
」

へ
の
整
備
補
助
を
行
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
支

援
し
ま
す
。

家
庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人
を

育
て
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
よ
り

大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
家
庭
と
学

校
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
、
各
小
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の

転
換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、児
童
・

生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
進

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
科

の
基
礎
と
な
る
「
読
み
解
く
力
」

の
強
化
に
も
取
り
組
み
、「
確
か

な
学
力
」
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
登
校
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
体
と

な
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
町
立
幼
稚
園
に
お
い
て

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供

で
き
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ

の
移
行
や
、
３
歳
児
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
学
校
給

食
費
を
改
定
し
ま
す
が
、
改
定

分
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
と
増
進

を
図
る
た
め
に
、
栄
養
士
に
よ

る
食
に
関
す
る
授
業
や
食
育
講

話
を
実
施
し
、
食
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
促
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
安
定
的
な
供
給
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
、
調
理
業
務

等
を
民
間
委
託
し
、
引
き
続
き

安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
小
中
学
校

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切

り
替
え
を
行
い
、
環
境
改
善
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め

に
、
中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
多
く
の

町
民
の
学
び
・
体
験
・
交
流
が

で
き
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
図
書
館

を
目
指
し
、
電
子
図
書
や
地
域

資
料
等
の
整
備
・
充
実
を
進
め
、

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
で

き
る
よ
う
地
域
学
校
協
働
本
部

（
学
校
応
援
隊
は
え
ば
る
等
）
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

平
和
学
習
や
交
流
・
観
光
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
陸
軍

病
院
南
風
原
壕
群
の
活
用
や
、
子

ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
に
よ

る
小
学
生
の
派
遣
、
青
少
年
国
際

交
流
に
よ
る
中
学
生
の
ハ
ワ
イ

州
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
沖
縄
及
び
南
風
原
の
歴
史
資

料
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
公

開
・
活
用
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
広
く

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
力
向
上

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
次
南
風
原
町
地
域
福
祉

推
進
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
を
目
指

し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
よ

る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
卒
業

年
齢
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
助

成
の
現
物
給
付
や
、
妊
娠
時
か

ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し

た
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
、

妊
娠
出
産
時
の
経
済
的
支
援
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
保
育

所
等
に
就
職
し
た
保
育
士
に
10

万
円
を
給
付
す
る
就
職
一
時
金

等
を
継
続
し
、
保
育
士
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
宮
平
保

育
所
、
北
丘
児
童
館
及
び
津
嘉

山
児
童
館
の
防
水
工
事
を
実
施

し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り

ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
拠
点
型
居
場
所

や
若
年
妊
産
婦
支
援
を
継
続
し
、

新
た
に
中
高
生
や
若
者
を
対
象

と
し
た
学
習
・
就
労
支
援
を
行

う
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）・
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
の

自
立
支
援
を
推
進
し
、
第
６
次

障
が
い
者
計
画
に
基
づ
く
各
施

策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
心
身
共
に
元
気
な

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業

や
認
知
症
対
策
の
更
な
る
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
権
利
擁
護
を
含

む
相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
発
展

を
図
り
、
障
が
い
の
有
無
や
年

齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域

の
一
員
と
し
て
互
い
に
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
重
点
を
置
い
た
保
健
活
動
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学
童

期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
保
特
別
会
計

の
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
令
和

７
年
度
も
厳
し
い
国
保
財
政
が

続
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
、
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
示
さ
れ
た
市
町
村

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
、

県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農

地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力

増
強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ

く
り
奨
励
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援

と
し
て
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
設
置

や
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
の
農
業
者
肥
料
購
入
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
農
業
委
員
会
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
や

農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
耕

作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
規
畑
人
支
援
事

業
補
助
金
の
給
付
等
を
通
じ
て
、

新
規
就
農
者
の
担
い
手
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
病
害

虫
対
策
や
種
苗
配
布
、
収
穫
機

械
利
用
経
費
に
対
す
る
補
助
を

通
じ
て
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
お
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
、
畜
産

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業
に

よ
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
臨

時
支
援
事
業
や
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
な
ど
の
支
援
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
町
民
１

人
あ
た
り
２
千
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
物
価
高
騰
生
活
者
支

援
事
業
を
実
施
し
、
生
活
支
援

及
び
地
域
産
業
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
商
品
展
開
力
強
化

支
援
事
業
を
通
じ
て
特
産
品
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
販
路
構
築
、

顧
客
基
盤
の
形
成
に
町
商
工
会

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
中
小
企
業
の
経

営
基
盤
強
化
を
図
り
、
本
町
へ

の
新
た
な
企
業
立
地
を
促
進
・

支
援
し
、
雇
用
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
女
性

の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
デ
ジ

タ
ル
教
育
と
就
労
ま
で
一
貫
し
た

支
援
を
行
う
、
地
域
女
性
活
躍
推

進
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ
く
後

継
者
育
成
事
業
等
を
実
施
し
、

琉
球
絣
・
南
風
原
花
織
の
新
規

従
事
者
の
養
成
と
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
後
継
者
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
内
外

で
の
展
示
即
売
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

も
、
琉
球
絣
事
業
協
同
組
合
と

連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

観
光
協
会
と
連
携
し
観
光
施
策

の
推
進
・
振
興
に
努
め
る
と
と

も
に
、観
光
大
使
や
「
は
え
る
ん
」

の
情
報
発
信
力
を
活
用
し
、
本

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
む
中
、
地
域
に
お

け
る
安
全
・
安
心
な
環
境
基
盤

づ
く
り
を
、
地
域
と
協
働
し
取

り
組
み
ま
す
。

地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
の

自
然
災
害
、
さ
ら
に
は
特
殊
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
か
ら
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
安
全
・

安
心
な
環
境
基
盤
の
整
備
に
関

し
て
、
関
係
機
関
や
地
域
社
会

と
連
携
し
、
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

総
合
防
災
訓
練
に
加
え
、
各
字
・

自
治
会
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
結
成
及
び
活
動
を
支
援
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
等
に
お

い
て
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
確
実
に
発
信
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
機
能
強

化
を
図
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
道
10
号
線
及
び
津
嘉

山
中
央
線
（
２
工
区
）
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
道
16

号
線
の
交
差
点
改
良
工
事
を
実

施
し
、
渋
滞
緩
和
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
道
９
号
線
及
び
町

道
1
4
3
号
線
の
実
施
設
計
を

行
い
、
地
域
の
交
通
環
境
を
改

善
し
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
引
き
続
き

津
嘉
山
公
園
の
整
備
を
進
め
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

河
川
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮

平
川
の
浚
渫
工
事
を
実
施
し
、

河
川
の
氾
濫
対
策
や
水
質
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
部
公
園
線

の
道
路
築
造
工
事
及
び
物
件
補

償
を
中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
津
嘉
山

北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
、

Ｊ
Ａ
津
嘉
山
支
店
付
近
の
集
落

地
内
及
び
、
喜
屋
武
・
照
屋
地

区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
整
備
で
は
、
引
き
続
き
照

屋
地
内
、
大
名
地
内
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
接
続
の

普
及
活
動
を
行
い
、
水
洗
化
率

の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

土
地
利
用
関
係
で
は
、
南
風

原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

照
屋
地
区
の
土
地
区
画
整
理
組

合
設
立
に
向
け
て
、
地
権
者
組

織
の
支
援
と
、
都
市
計
画
法
関

連
手
続
き
を
平
行
し
て
進
め
ま

す
。
ま
た
、
津
嘉
山
地
区
に
つ

い
て
も
事
業
化
を
検
討
し
ま
す
。

交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、
総

合
交
通
戦
略
に
基
づ
き
、
生
活

道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
開
始
し
た
地
域
公
共

交
通
モ
ビ
の
実
証
運
行
に
つ
い

て
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
改

善
を
図
り
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
と
し
て
の
取
組
を
継
続
し

ま
す
。

住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所
等

と
連
携
し
、
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
・
再
利
用
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、「
第
３
次
南
風
原
町

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

や
「
南
風
原
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
様
々
な

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い

て
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
立
て
看
板
等
の
設
置
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
や
「
は
え
ば

る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し

た
環
境
講
座
、
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
環
境
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

町
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
悪
臭
や
騒
音
、
水
質
汚
濁
、

振
動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

「
第
五
次
南
風
原
町
行
政
改
革

大
綱
」
の
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」「
組
織
力
の
強

化
と
人
材
育
成
」「
健
全
で
持
続

可
能
な
行
財
政
経
営
の
推
進
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
、

「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
に

定
め
た
具
体
的
な
取
組
事
項
を

推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

２
月
に
策
定
し
ま
し
た
南
風
原

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
手
続
き
の
更
な
る
利
便
性

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る

な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

ま
す
。

引
き
続
き
社
会
情
勢
等
の
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
に

重
点
を
置
き
、
第
五
次
南
風
原

町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
目
標
を
推
進
す
る
た
め
、

教
育
・
文
化
・
福
祉
・
子
育
て

支
援
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
産

業
振
興
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
お
い
て
予
算
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
通

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
特
に

人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
騰
な

ど
が
影
響
し
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
、
重
要
な
政
策

課
題
に
は
必
要
な
予
算
措
置
を

講
じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
７
年
度
の
町
政

運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
主

要
施
策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

予
算
以
外
の
審
議
案
件
と
し

て
議
案
11
件
、
ま
た
、
追
加
議

案
と
し
て
数
件
提
出
す
る
予
定

で
す
。
議
員
各
位
の
慎
重
な
る

ご
審
議
の
上
、
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺 

正
之

み
ど
り
と
ま
ち
が

調
和
し
た
安
全
・
安
心
の

ま
ち
に
つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る
美
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
に
つ
い
て 

健
全
な
行
財
政
運
営

に
つ
い
て 

予
算
編
成
に
つ
い
て

お
わ
り
に

施政方針表明の様子
（赤嶺正之町長）

　3月4日に行われました南風原町議会定例会の冒頭で、町長が施政方針を表明し
ました。また、施政方針は町ホームページでも確認できます。ホームページ上部に
あるページID検索バーからページIDを入力して検索してください。

令和７年度施政方針 令和７年度施政方針

工
夫
と
連
携
で
産
業
が

躍
動
す
る
ま
ち
に
つ
い
て

は
る
さ
ー

https://www.town.haebaru.lg.jp/soshiki/5/2147.html
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※町HPリニューアルによるアドレス(URL)の変更に伴い、QRの読み取りが機能しない場合がございます。
　予めご了承ください。
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査定無料！お問合わせはこちら 098-943-4355
平日9:00～17:00( 土曜日・日曜日・祝日・年末年始はお休み )
TEL.

那覇市泉崎 1丁目12番15号

お持ちの不動産を弊社が直接買取致します!!
仲介手数料

不要
お支払い最短

5日 も対応
軍用地

相談可

訳あり
物件

早めに売却したい
調査から売却まで
すべてお任せしたい
周りに知られたくない

健康の秘訣は早期発見・早期治療

集団健診について

国保年金課　健康づくり班（ちむぐくる館）　☎889-7381問

健診を受けることで、生活習慣病や病気の早期発見・生活改善に繋がります。
大切な人のためにも健診を受けましょう。

健診を受けることで、生活習慣病や病気の早期発
見、生活改善につながります。お申込みは健康づく
り財団までお電話ください。特定健診を受診した
人へおこめ券をプレゼントします。（ただし40歳以
上国民健康保険加入者に限る）。

【料　金】無料　※一般･特定･長寿健診
【申込み】沖縄県健康づくり財団 ☎889-6492
　　　　（受付8:30～12:00、13:00～16:00）
※集団健診は予約制です。定数に達し次第、受付
終了となります。

5月27日

6月25日

7月23日

8 月 3 日

9 月 9 日

10月25日

11月18日

12月9日

1月25日

4/17（木）・4/18（金）

5/19（月）・5/20（火）

6/16（月）・6/17（火）

6/26（木）・6/27（金）

8/4（月）・8/5（火）

9/18（木）・9/19（金）

10/9（木）・10/10（金）

11/6（木）・11/7（金）

12/10（水）・12/11（木）

火

水

水

日

火

土

火

火

日
2026

8：30～10：00

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

8：30～10：30

8：30～10：30

17：30～19：00
ナイト健診

ち
む
ぐ
く
る
館

健診日 電話予約期間

沖縄県健康づくり財団

沖縄第一病院

南部徳州会病院

与那原中央病院

とよみ生協病院

那覇市立病院健診センター

ハートライフ病院

31,900円

30,000円

33,000円

30,000円

32,010円

44,000円

35,200円

38,500円

31,685円

約17,000円

098-889-6792

098-889-1114

098-998-0309

098-945-8101

098-850-9003

098-852-2000

098-884-5106

0570-00-3255

098-946-2844

医療機関名 電話番号 検査料金 町補助金額 自己負担額
(目安額)

受付時間 健診
会場

胃がん
検診

人間ドックについて

※社会保険等の方は、がん検診分
のみが補助対象ですが、町補助か
医療保険補助かどちらかの補助
適用となります。重複で補助を受
けることはできません。

【対　　象】40歳以上の方
【必要書類】◯マイナ保険証 または
　　　　　　資格確認書
　　　　　◯特定（長寿）健診受診券
　　　　　◯がん検診受診券

【受診期間】令和7年4月1日～令和8年3月31日 
契約医療機関 

豊見城中央病院附属
健康管理センター

アドベンチスト
メディカルセンター

約14,900円

約13,000円

約16,000円

約13,000円

約15,000円

約27,000円

約18,200円

約21,500円

約14,700円

学生の方は、申請により国民年金の納付期間を延長（納付猶予）することができます。窓口
申請のほか、「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用して電子申請も可能です。
詳しくは日本年金機構のホームページをご覧ください。

国保年金課　☎889-1798問

▲詳しくはこちら

国民年金の学生納付特例申請受付開始

窓
口
申
請

【受付開始日】令和７年４月1日（火）
【受 付 場 所】南風原町 国保年金課（１階５番窓口）
【受 付 時 間】８：３０～１７：１５まで
　　　　　　　※土日、祝日は受付できません

【必 要 書 類】学生証または在学証明(原本)、
　　　　　　　身分証
【申請対象期間】令和７年４月から令和８年３月まで

「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」送付について
国保年金課 ☎889-1798問

南風原町の国民健康保険に加入されており、２０２５（令和７）年３月３１日有効期限の保険証をお持ちの方
へ３月中に「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を送付します。
※資格確認書については､２０２４（令和６）年12月2日以降に新規加入や保険証紛失等で交付された方は送付対象外

南風原町体育大会(夏季大会）始まります！
南風原町体育協会 ☎889-2620問

　今年も4月から南風原町体育大会 球技大会が始まります。皆様のご参加をお待ちしております。

マイナ保険証利用登録 なしの方

「資格確認書」を送付
⬇

マイナ保険証利用登録 ありの方

「資格情報のお知らせ」を送付
⬇

資格確認書

開　催　予　定

マイナ保険証に代わり医療機関等に提
示し保険診療を受けることができます。
【有効期限】令和８年７月３１日

資格情報のお知らせ
マイナ保険証をお持ちの方に対し、登録されている保険情報を
簡便に確認いただけます。また、マイナ保険証が利用できない
医療機関等を受診する際に、マイナ保険証と一緒に提示するこ
とで保険診療を受けることができます。
※「資格情報のお知らせ」だけで保険診療を受けることはできません。

２０２５（令和７）年４月１日以降は「マイナ保険証」または「資格確認書」での受診となります。

【4月下旬】●サッカー ●バドミントン ●野球 ●ソフトテニス
【5月上旬】●野球決勝●卓球（5月10日）　
【5月下旬】●剣道 

【6月上旬】●バスケットボール ●ボウリング（6月8日）　
【6月下旬】●バレーボール ●ハンドボール ●ソフトボール
【7月上旬】●ゴルフ（7月4日）

※参加希望の方は、お近くの公民館へお問い合わせください。
※柔道、相撲、ウエイトリフティングへの参加ご希望の方は、体育協会までご連絡ください。
※競技スケジュールは決定次第、ホームページでご案内します。
※毎月1～15日を上旬、16日～末日までを下旬として表記しています。
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【
貸
与
金
額（
月
額
）】

県
外 

５
万
円・県
内 

４
万
円

【
申
込
み
】4
月
14
日（
月
）ま
で
に

南
風
原
町
育
英
会
へ
書
類
を
提
出

【
日
時
】４
月
21
日（
月
）　
10
時
〜
16
時

【
場
所
】総
合
保
健
福
祉
防
災
セ
ン
タ
ー

（
ち
む
ぐ
く
る
館
）相
談
室

【
料
金
】無
料
　【
対
象
】町
民

　一般
財
団
法
人
南
部
振
興
会
育
英
事
業
で

は
、南
部
市
町
村
の
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
奨

学
金
を
無
利
息
に
て
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。詳

し
く
は
南
風
原
町
育
英
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

進
学
応
援
奨
学
金

【
問
】南
風
原
町 
育
英
会

　
　☎
8
8
9

‒

2
6
2
0

行
政
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
に
つ
い

て
行
政
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、そ
の
解
決
や

実
現
を
促
す
と
と
も
に
、皆
さ
ん
の
声
を
行
政

に
役
立
て
る
も
の
で
す
。秘
密
厳
守
で
す
。

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」、

「
役
所
に
申
請
し
た
が
、手
続
き
が
進
ま
な
い
」

な
ど
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
ら一人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
行
政
相
談

【
問
】総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　  

☎
0
5
7
0

‒

0
9
0
1
1
0

寄 付・寄 贈 ありがとうございました。
南風原町社会福祉協議会へ 南風原町教育委員会へ

◆1月6日（月）大城敏雄 様（字照屋） 

◆1月28日（火）さんご保育園 園長 石川元則 様

◆2月20日（木）有限会社 アカミネ
　（南風原町字神里４４３-１）

代表取締役社長 名嘉健二 様
（写真右から2番目）

代表取締役専務 名嘉則人 様
（写真右から1番目）

おおしろ  とし  お

いし かわ もと のり

1万1千245円
〈一般寄付（園児のお年玉より寄附〉

・・・30万円1万円〈一般寄付〉

な　か　けん じ

な　か  のりひと

はえばるNEWSはえばるNEWS

南風原町
こども計画を策定しました

こども課 ☎889-7028問
本町におけるこども・若者に関

する施策をより効果的に展開する
ため、「南風原町こども計画」を策
定しました。計画の期間は令和７
年度から令和１１年度までの５年
間です。

ストレリチア競作会表彰式
花き品評会受賞報告
産業振興課 農政班 ☎889-4163問

２月20日(木)、町花き拠点産地協議会主催スト
レリチア競作会表彰式と、1月に開催された沖縄
県花き品評会の受賞報告会が開催されました。
町長によるストレリチア出荷本数上位3名の表
彰ならびに、内閣府沖縄総合事務局長賞を受賞し
た金城亮一さんを含めた4名の報告をしました。

令和７年度 はり・灸・あん摩マッサージ
施術利用券の交付が始まります

国保年金課 ☎889-1798問
南風原町の指定を受けた施術所に限り、１回800円
の助成を行います。施術利用券は、1人につき年度内で
６枚までの交付となります。

①南風原町の国民健康保
険加入者または後期高
齢者医療保険加入者

②国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料の
滞納がない方のある方
③現在、医療機関等で治
療を受けていない方

④保険対象の施術（はり・
灸・あん摩マッサージ・
柔道整復）を受けてい
ない方
⑤末梢神経疾患または運
動器疾患等による症状
のある方

「JA共済オリジナル
親子健康手帳ケース」寄贈

国保年金課健康づくり班 ☎889-7381問
令和7年2月27日に、JAおきなわ津嘉山支店・
南風原支店よりJA共済オリジナル親子健康手帳
ケースの寄贈がありました。
親子健康手帳ケースはJA共済の地域貢献活動
の一環として、お子さまの誕生を祝福し、安心して
子育てができる環境づくりを目的とし、平成29年
から寄贈されて
います。今回寄
贈を受けたケー
スは４月より親子
健康手帳と一緒
に配布されます。

防災マップ更新
総務課 ☎889-4415問

このたび、南風原
町防災マップを新し
く更新いたしました。
新しい防災マップ

には、最新の情報お
よび防災啓発記事が
掲載されております。
南風原町公式ホー

ムページから確認す
ることも可能ですの
で、ご活用ください。
日頃からご家族や
地域で防災マップを
確認し、事前の備えについて話し合いましょう。

横浜DeNAベイスターズに特産品
「スターフルーツ」を贈呈

産業振興課 ☎８８９-４１６３問
２月１７日、南風原町、JAおきなわ南風原支店、
津嘉山支店は、横浜DeNAベイスターズのキャン
プ地、ユニオンですからスタジアム宜野湾を訪問
し、今年も勝ち“星”を取るよう願いを込めて、南風
原町の特産品「スターフルーツ」を三浦 大輔監督
に贈呈しました。

第37回子ども会まつりを開催
生涯学習文化課 ☎889-0568問

３月1日に第37回子ども会まつりを開催しました。
子ども会まつりでは、5種類のゲームをチームで
競い合い子ども達で盛り上がりを見せました。
また、ゲームのルール作りから当日の進行を南風
原町ジュニアリーダークラブが行いました。

しまくとぅば語やびら大会
南風原文化センター ☎889-7399問

去った２月８日に、「しまくとぅば語やびら県大会」
が中城村吉の浦会館で開催され、那覇・南部地区
の代表として宮平出身の仲島凜さん（北丘小５年）
が出場し、演題「私とフラ」を発表しました。

なか  しま  りん

ストレリチア出荷本数
1位 金城 親  2位 城間 俊安  3位 新垣 トモ子

令和７年４月１日(火)から
※予算上限に達し次第、申請終了となります。

申請開始日

必要書類

施術利用券有効期限

対
　
　象

①施術を受ける方の身分証明書
②来課する方の身分証明書

受付場所 役場１階　国保年金課（5番窓口)
令和８年３月31日(火)（左から）JAおきなわ南風原支店 大城 学 副支店長、

JAおきなわ津嘉山支店 照屋 行也 支店長、
横浜DeNAベイスターズ 三浦 大輔 監督、赤嶺 正之 町長、はえるん

（左から）JAおきなわ南風原支店宮城様、
仲里支店長、赤嶺町長、
JAおきなわ津嘉山支店照屋支店長、宮城様

※町HPリニューアルによるアドレス(URL)の変更に伴い、QRの読み取りが機能しない場合がございます。
　予めご了承ください。
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学校応援隊はえばる ボランティアに協力いただける方は、
ぜひお電話ください。

南風原中央公民館 ☎889-0568問

模擬面接（指導）
高校入試を控えている生徒に模擬面接を実施しました。
講師の皆さんから改善点だけではなく、良い点もアドバイ
スをもらいました。

南星中学校 ３学年 １月２４日・２月１０日

エコセンターだより

南風原町在住の方優先で、エコを身近に感じられる体験を毎月開催しています。
申込みはエコセンターへ来店、または電話にて予約ください。
※各講座の詳しい持ち物・注意事項は予約の際にお伝えします。
はえばるエコセンター ☎889-4425問

はえばる

問
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
9

-

7
3
9
9

文
化
の
泉

宝
物
No.63

終
戦
80
年
特
集
②

　南
風
原
に
配
備
さ
れ
た
日
本
軍

　
海
に
接
し
な
い
交
通
の
要
と
い
う
地
理
的

特
徴
に
よ
り
、
南
風
原
に
は
、
主
に
日
本
軍

の
後
方
支
援
部
隊（
戦
い
を
支
援
す
る
部
隊
）

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
海
に
近
い
他

の
地
域
で
は
、
米
軍
上
陸
後
戦
闘
が
始
ま
る

こ
と
を
想
定
し
て
主
に
戦
闘
部
隊
が
配
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
南
風
原
に
配
備
さ
れ
た
後
方
支
援
部
隊

の
代
表
的
な
例
に
は
、
十
・
十
空
襲
で
被

害
を
受
け
て
那
覇
か
ら
南
風
原
国
民
学
校

へ
移
っ
て
き
た
「
沖
縄
陸
軍
病
院
」、
喜
屋

武
付
近
に
部
隊
本
部
を
置
い
た
「
第
32
軍

野
戦
兵
器
廠
（
兵
器
・
弾
薬
な
ど
の
管
理
・

補
給
な
ど
が
任
務
）」、
津
嘉
山
に
部
隊
本

部
を
置
い
た
「
第
32
軍
野
戦
貨
物
廠
（
食

料
や
被
服
な
ど
軍
需
品
の
管
理
・
補
給
な

ど
が
任
務
）」、
山
川
に
拠
点
を
置
い
た
「
独

立
自
動
車
第
2
5
9
中
隊
（
輸
送
作
業
が

任
務
）」
な
ど
が
い
ま
す
。

　
ま
た
戦
闘
部
隊
の
例
に
は
、
沖
縄
に
い

た
唯
一
の
戦
車
部
隊
で
あ
る
「
戦
車
第
27

連
隊
」
の
本
部
が
宮
城
に
置
か
れ
、
周
辺

の
大
名
や
与
那
覇
な
ど
に
も
戦
車
部
隊
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
里
に
は
大
砲

を
発
射
す
る
「
野
戦
重
砲
兵
第
23
連
隊
」

の
一
部
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
沖
縄
戦
を
指
揮
し
た
第
32
軍
の

司
令
部
壕
と
し
て
、
津
嘉
山
の
高
津
嘉
山
・

チ
カ
シ
モ
ー
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
に
巨
大
な
壕

が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
第
32
軍
の
司
令
部

壕
と
い
え
ば
、
首
里
城
周
辺
の
地
下
に
造
ら

れ
た
も
の
が
有
名
で
す
が
、
元
々
は
津
嘉
山

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
十
・
十
空
襲
で
米
軍
の
す
さ

ま
じ
い
攻
撃
を
受
け
、
泥
岩
層
（
ク
チ
ャ
）

が
主
な
岩
盤
で
あ
る
津
嘉
山
に
造
ら
れ
た

壕
は
耐
久
性
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
標
高
（
87
ｍ
）
が
低
い

た
め
地
上
戦
の
際
に
見
通
し
が
悪
い
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新

た
に
首
里
城
周
辺
に
司
令
部
壕
を
造
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
首
里
城
周
辺
の
地
下
に
造

ら
れ
た
司
令
部
壕
は
、
牛
島
司
令
官
な
ど

戦
闘
に
関
わ
る
部
隊
が
使
用
し
、
津
嘉
山

の
司
令
部
壕
は
、
後
方
支
援
部
隊
が
使
用

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
南
風
原
で
は
日
本
軍

の
配
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第

32
軍
は
不
足
す
る
兵
力
を
補
う
た
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図書館だより
南風原町立図書館 ☎889-6400問

開館時間／１０：００～１９：００（土日１７：００まで）
休 館 日／毎週火曜日、第４木曜日、祝日

★ドキドキおばけのにゅうがくしき／大木あきこ
★ほいくえんのいちにち／おかしゅうぞう
★銀河ホテルの居候光り続ける灯台のように
　／ほしおさなえ
★そんなときは書店にどうぞ／瀬尾まいこ
★ギネス世界記録２０２５／クレイグ・グレンディ
★官僚生態図鑑／森永卓郎
★刺さるデザイン５つの法則／編：ＡＲＥＮＳＫＩ
★ブランディング／監修：田中洋

電子図書館
ホームページ

電子図書館
申し込みについていつでも

どこでも読める
電子図書館

受入予定図書 都合により受入れが遅れる場合があります
(詳しくは図書館まで)4月 

著者：土屋うさぎ

学用品と子ども服の0円フリマ
使わなくなった子ども服、子供用品、学用品を次の方
に無料であげませんか？期間限定ではえばるエコセ
ンターで無料でおあずかりし必要な方に渡します。

【期間】4月1日(火）～4月10日(木）
【場所】はえばるエコセンター 【料金】無料 【定員】15人

ダーニング
洋服の穴やほころびをダーニングでお直しします。
ダーニングを応用して服に目印を付けることもできます。

【持ち物】お直ししたい服類
【日　時】4月18日(金)
　　　10：00～12：00　　
【場　所】はえばるエコセンター
【料　金】300円
【定　員】4人

お家で溜まっている紙袋や包装紙を再利用してキー
ケース作り。

【持ち物】好きな紙袋や包装紙
【日　時】4月24日（木）
　　　　10：00～12：00
【場　所】はえばるエコセンター
【料　金】500円
【定　員】4人

紙袋でキーケース作り

ピックアップ図書

　一緒に行くはずだったライブ
ビューイングをドタキャンされてし
まう。誘ってきたのは彼女のほうな
のにどうして？意外な真相に辿りつ
く…。パン屋を舞台とした“日常の
謎”連作ミステリー！２０２５年第２３
回『このミステリーがすごい！』大賞
受賞作。

図書館では、本を無償で貸出しています。従来の
図書館（紙の本）と電子図書館の両方があります 
【対　　象】南風原町内に在住、在勤、在学の方
【必要書類】住所、本人確認のできるもの
　　　　　（免許証・住民票・保険証・学生証等）
※在勤の方は、保険証に会社名表記のあるものや社員証
などの在勤を証明できるものが必要です。

図書館利用案内

リユース制服 南風原町内から通える学校の制服・
学用品のリユース活動をしています。

洗濯、アイロンがけをした後清潔な状態
でお持ち込みください。状態が悪い物は
譲り先が見つからないため受付できな
い場合があります。

▲（特色選抜受験）
　面接指導講師の皆さん

▲（一般選抜受験）
　面接指導講師の皆さん

南風原平和ガイド養成講座
南星中学校・平和実行委員会では、平和活動を推進する

ため南風原文化センターで「南風原平和ガイド養成講座」
を受講しています。
今後引き続き講座を
受け、平和の重要性を
学び、それを生徒や地
域の方々に伝えるため
知識とスキルを身につ
けていきます。

南星中学校 平和実行委員会  ２月１３日～（計１４回）

▲学芸員 保久盛さんから講座を受ける生徒たち

津嘉山カボチャ学習
３年生は事前に津嘉山カボチャについて学習し、カボ
チャ農家の金城良春さんから津嘉山カボチャの栽培方法

や植え付けから出荷さ
れるまでのお話しを聞き
ました。更にカボチャ畑
見学やＪＡ津嘉山集出荷
場見学を行い、学習を深
めました。　

津嘉山小学校 ３学年 ２月２６日

▲津嘉山カボチャについて説明する金城さん（中央）　

スタッフ募集
町内4小学校では放課後の子

どもの居場所つくりとして放課
後子ども教室を実施しています。
見守りスタッフを募集中です。
少しですが謝礼もあります。
詳細は中央公民館
まで。お気軽に
お電話ください。

放課後子ども教室

▲スタッフ募集チラシ▲QR
　（YouTube）

『謎の香りはパン屋から』

寄付したい方
サイズを確認し身分証
を持参してご来店くださ
い。南風原町在住の方
は無料です。

もらいたい方

※南風原町民のみ。
　受付時身分証を確認します。
①レジカゴ、又はレジカゴくらいの大きさの箱
に入れてエコセンターに預けてください。
②期間終了後残った物はお持ち帰りとなります。

あげたい人

※町外の方もOK。
エコセンターにもら
いに来てください。

もらいたい人

し
ょ
う

● 紙の本の貸出冊数：5点（貸出期間：2週間）
● 電子図書館貸出冊数：3点（貸出期間：2週間）
　 電子図書館は年中無休、
　 24時間ご利用いただけます。

▼

第32軍司令部津嘉山壕群の略図

11 広報はえばる　2025.4.1　vol.563 10vol.563　2025.4.1　広報はえばる※町HPリニューアルによるアドレス(URL)の変更に伴い、QRの読み取りが機能しない場合がございます。
　予めご了承ください。



国保年金課からのお知らせ
こんなときには、１４日以内に届出を！
国保年金課　☎８８９-１７９８問

手続きには身元確認資料（免許証またはマイナンバーカード）が必要です。
別世帯の方が届け出る場合は、世帯主からの委任状が必要です。

南風原町からの事業者等への振込金額について
会計課　☎889-2607問

下水道使用料の改定について
区画下水道課　☎889-2508問

　将来にわたり安心で快適に暮らせるよう、下水道使用料金（農業集落排水含む）を令和7年6月検針分より下記の
とおり改定させていただくことになりました。使用者の皆さま、ご理解いただきますようお願い致します。
※改定については、令和6年12月定例会にて可決されました。

令和7年国勢調査　調査員募集中
企画財政課　☎889-0187問

　南風原町では令和7年度国勢調査(8月～10月末)の調査員を随時募集しています。

電話の通話録音・時間外アナウンスを導入します

他の市町村から転入したとき
職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき
子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき
外国籍の人が国保に加入するとき
他の市町村へ転出したとき

生活保護を受け始めたとき
外国籍の人が国保をやめるとき
住所、世帯主、氏名等が変わったとき
修学や施設入所のため、他市町村に住むとき 
資格確認書等をなくしたとき、汚れて使えなくなったとき

職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき

こんなとき
前市町村の転出証明書、身分証
健康保険資格喪失証明書、身分証
被扶養者でない理由の喪失証明書、身分証
身分証 ※出産育児一時金（差額分）の請求は別途必要書類があります
保護廃止決定通知書、身分証
在留カード
国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、身分証

国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、保護開始決定通知書、身分証
国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、在留カード
国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、身分証
国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、在学・在園証明書、身分証
身分証     

上記以外に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

国
保
を
や
め
る

そ
の
他

国保被保険者が死亡したとき 死亡を証明するもの、国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、
身分証､葬祭者の口座が分かるもの(通帳等)、火葬費用の領収書

職場の健康保険の資格確認書または資格情報のお知らせ
国保の資格確認書または資格情報のお知らせ、身分証

国保に加入する
届出が遅れると・・・

国保を喪失する
届出が遅れると・・・

社会保険の資格確認書等が
届くまでに時間がかかる場合・・・

国保税は届出をした日からでは
なく、国保に加入するべき日まで
遡って納めることになります。届
出が遅れている間の医療費はや
むを得ない理由がない限り、全額
自己負担になります。

国保の資格がなくなっているの
に届出が遅れると、手元にある国
保の資格確認書等を使って診察
等を受けてしまう場合がありま
す。このようなときは、国保で負
担した医療費を返していただくこ
とになります。

資格確認書が到着されるまでに病院を利用し
たい場合、原則として、一旦全額自己負担と
なります。ただし、職場から「健康保険資格証
明書」を発行してもらえれば、資格確認書の
代わりとしてお使いできますので、資格確認
書提示の時と同様の治療費で済ませること
ができます。

　南風原町役場庁舎等では、町民サービスの向上及び業務の公正かつ適正な執行を確保することを目的に、電話の
通話録音を開始します。
　また、一部の電話を除いて、閉庁時間は自動音声によりご案内します。皆さまからいただいたお電話により丁寧で適
切な対応ができるよう職員一同心がけてまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。

　電話をかけた際に、録音をお知らせするアナウンスが
流れ、アナウンスが終わり次第電話がつながります。
※町からの発信の際は録音のアナウンスは流れませんが、通話
は録音しております。

　対象施設の閉庁時間にお電話をかけると、自動音声
案内により閉庁時間である旨をお知らせします。

令和7年4月3日(木)お振り込み分から対象日
南風原町とお取引のある法人様、企業様、個人事業主様 等対象者

●南風原町役場庁舎 ●総合保健福祉防災センター（ちむぐくる館）※①
●町立中央公民館　 ●町立図書館　●南風原文化センター　●町立学校給食共同調理場対象施設

通話録音

主な仕事の内容（8月～10月末） 

時間外アナウンス

　令和７年４月より、南風原町からお支払いする公金のう
ち、振込日および振込先口座情報が一致するものについ
ては、合算してお振り込みいたします。
異なる部署からのお支払いも合算されます。

　請求書ごとに金額の確認が必要な場合は｢口座支払状
況確認システム｣のご登録をよろしくお願いします。

口座支払状況確認システム
利用申請書のダウンロードは
こちらからお願いします。

振込金額の合算対応についてのご案内 口座支払状況確認システムのご案内

請求書ごとの金額にてお振込み
複数請求がある場合は
合計金額にてお振込み

今まで➡
4月から➡

詳しい登録方法等は南風原町会計課へ
お問い合わせください。

※1調査区は約40～70世帯、複数調査区受け持ち可能です。
※受け持ち調査区数や調査世帯数により異なります。
※申込された方全員が必ずしも採用されるわけではありません
　のでご了承ください。

南風原町 国勢調査

国勢調査とは5年に１度実施される国の最も基本的で重要な統計調査です。

１．調査員説明会に参加
２．担当している地域の確認
３．調査対象を訪問し、調査についての説明と調査書類の配布
４．回答確認リーフレットの配布と調査票の回収
５．調査票の整理と提出

応　募　方　法
①オンラインによる応募
　オンライン応募はこちらから▶
②応募用紙による応募
　町ホームページから応募用紙をダウンロードください
　（郵送・持参・メール・FAX）

報　　酬
約4万円（1調査区）

スキマ時間利用♪初心
者

大歓
迎♪

種別/区分
基本料金

一般汚水 超過料金
（1mにつき）

　　  0～10ｍ³
  11ｍ³～30ｍ³
  31ｍ³～50ｍ³
  51ｍ³～100ｍ³
101ｍ³～300ｍ³
301ｍ³～500ｍ³
501ｍ³以上

698円 605円

3

92円 80円
105円 91円
124円 107円
156円 135円
187円 162円
194円 168円

水量 新（改定後） 旧（改定前）
(消費税込み）

※①：総合保健福祉防災センター（ちむぐくる館）は、国保年金課健康づくり班、教育相談支援センターが対象。

※町HPリニューアルによるアドレス(URL)の変更に伴い、QRの読み取りが機能しない場合がございます。
　予めご了承ください。

総務課　☎889-4415問
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おかげ様で創業43年
！

不動産売買・管理・賃貸・相続支援コンサル不動産売買・管理・賃貸・相続支援コンサル
不動産のことなら．．．

889-4013
土曜日も営業中!!

1,610

八幡税務会計事務所
税理士・行政書士

那覇市安謝1丁目3番10号

八 幡　智 香 子
（南風原町出身）

南風原町役場（4月1日付け人事異動）
※カッコの中は3月末時点の役職、部署名です。

部　長　職
総務部長（議会事務局長）
民生部長（こども課長）
議会事務局長
（那覇市・南風原町環境施設組合総務企画課長）

新垣　圭一
儀間　博嗣
赤嶺　　薰

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

課　長　職
会計課長
（沖縄県介護保険広域連合会計課長）
企画財政課長（企画財政課ＤＸ推進班長）
税務課長（国保年金課長）
住民環境課長（教育総務課長）
こども課長（総務課人事行政班長）
保健福祉課長（学校教育課長）
国保年金課長（保健福祉課長）
教育総務課長（税務課資産税班長）
学校教育課長（企画財政課長）
沖縄県介護保険広域連合派遣
（住民環境課長）
那覇市・南風原町環境施設組合派遣
（税務課長）

大城美恵子

照屋　政人
髙良星一郎
比嘉　純子
渡久地正貴
宮良　泰子
大城あゆみ
桃原　　忍
玉那覇和彦
金城　直子

新垣奈津子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

退　職（3月31日付け人事異動）
【班長職等】
（教育総務課：共同調理場）
（那覇市・南風原町環境施設組合）
（津嘉山幼稚園）
（翔南幼稚園）

赤嶺　　剛
田本　安弘
大城志奈子
下里満理奈

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一般社団法人南風原町観光協会 ☎851-7273問
　字神里の獅子舞奉納行事（シーサーケーラシー）の
獅子見学や名木百選に認定されたナカシーモーのガ
ジュマル、皇紀2600年の石敢當や沖縄県鉄道（軽便
鉄道）糸満線の爆発事故などの話を聞きながら周る予
定です。その他、上ノロ殿内・井戸・拝所なども行程に
含まれています。ご参加されて一緒に神里地域の史
跡・歴史を学びませんか？

神里まち歩きツアー

税務課資産税班 ☎889-4413問
　縦覧制度は、納税者の方が自分の固定資産（土地・
家屋）の評価額について、周辺の固定資産（土地・家
屋）の評価額と比較して、自分の固定資産の評価額が
適正であるかどうか確認するための制度です。

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

【日　　時】4月26日（土）
【集合場所】神里公民館 
【時　　間】10：00～12：00（9：45集合）
【定　　員】15人（要予約）
【参 加 費】●大人（高校生以上）：1,500円
　　　　　●小中学生：1,000円　●未就学児：無料 
※詳しくはホームページでご確認ください。

【期間】4月1日（火）～4月30日（水）
【場所】税務課（役場2階）
【対象】固定資産税の納税義務者または納税管理者、
　　　代理人（代理人の場合は委任状が必要）
　　　※本人確認のためマイナンバーカード等を持参してください。

南風原町職員 給与の　　 について
～町民の皆さまに職員の給与についてご理解いただけるよう、その内容をお知らせします～

❶人件費の状況（令和５年度普通会計決算）
給与・定員管理について

歳 出 額
人 件 費
人件費率

17,524,321千円
2,323,471千円

13.26%

❷職員の平均給料月額、平均給与月額および
　平均年齢の状況(令和6年4月1日現在）

平均給料月額
311,000円

平均給与月額
338,958円

平均年齢
40.3歳

一般行政職

790,000円
645,000円
604,000円
 

※3.4月分
※加算措置あり

区　分 給料月額 期末手当

支給率
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他加算措置

自己都合
28.0395ヶ月分
39.7575ヶ月分
47.7090ヶ月分
定年前早期退職特例措置

2%～20%加算

勧奨・定年
33.2708ヶ月分
47.7090ヶ月分
47.7090ヶ月分

退職手当（国と同じ)

❸職員手当の状況

期末手当
2.45ケ月分

勤勉手当
2.05ヶ月分

期末・勤勉手当(令和５年度支給割合)(国と同じ支給率)

❺職員の初任給の状況(令和6年4月1日現在)(国と同じ)

❻特別職の給料•報酬などの状況(令和6年4月1日現在)

147
61
16
224

令和5年度
149
63
18
230

令和6年度
2
2
2
6

対前年比
❼職員数状況

350,000円
290,000円
272,000円
263,000円

※3.4月分
※加算措置あり

区　分 報酬月額 期末手当

大学卒
196,200円

高校卒
166,600円

❹職員給与の状況(令和５年度普通会計決算) 

給料・職員手当・期末勤勉手当 1,053,944千円
給与費(職員数202人)

限度額
住居手当(国と同じ支給額)

配偶者
父母など

6,500円
6,500円

10,000円
16～22歳の子 5,000円加算

子

扶養手当(令和5年度)(国と同じ支給額)

支給総額 53,443千円 職員一人あたり 284千円
時間外勤務手当(令和５年度支給額)

28,000円 通勤距離
2km以上
の職員

通勤手当
距離に応じて
2,000円～
31,600円

※詳しくはホー厶ページ上で公表いたします。

部　門 区　分

町 長
副 町 長
教 育 長

議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

一 般 行 政
教 育 部 門
公営企業等会計
合 計
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料
　金

最大
3名まで
追加OK

南部水道企業団からのお知らせ 南部水道企業団 総務課  【住所】八重瀬町字東風平1473 番地2
【電話番号】998-5018　【受付時間】平日8：30 ～ 17：15 まで

問

水道施設見学バスツアー募集
　水道週間を通して、南風原町・八重瀬町の皆さん
に普段使用している水道水がどのようにつくられ
ているのかを知ってもらい、水道事業へのご理解と
水資源や水道施設の重要性を認識していただく
為、水道施設見学バスツアーを行います。

【実施日時】6月1日(日)　8:00～16:00
※雨天決行（予定日時が変更の場合もあります）
【対 象 者】
①南風原町・八重瀬町の小学3年生から6年生までの
児童で保護者同伴での参加とします。
②原則として、前回参加した方は対象外となります。
【応募期間】4月21日(月)～5月21日(水)まで
【応募方法】保護者が、電話又は南部水道企業団窓口

にて参加申込を行ってください。
【定　　員】親子80名（定員に達し次第、受付を終了

します）
【見学コース】南部水道企業団(出発)➡ギーザ地下ダム

➡摩文仁浄水場➡倉敷ダム
　　　　　 ➡石川浄水場➡南部水道企業団(解散)
【参加費】無料
※昼食時の弁当と飲み物は
　企業団が準備します。

水道週間小・中学生
習字コンクール作品募集
　日常生活に欠くことのできない水道について理
解を深め、関心を高めてもらうために「水」をテーマ
に令和７年度小・中学生習字コンクールを開催し作
品を募集します。

【対 象 者】南風原町、八重瀬町内の小・中学生児童
生徒に限ります。

【応募部門】小学生／1年生～3年生　「みず」
　　　　　　　　　4年生～6年生　「水道週間」
　　　　　中学生／1年生～3年生　「美ら水」
【応募規定】
●応募作品は、1人1作品です。
●用紙は半紙です。
●半紙の裏には必ず応募者の学校名、学年及び氏名
(ふりがな)を記入した名札を貼ってください。

●応募作品は、小・中学生児童生徒の自作で未発表の
ものとします。

【応募期間】4月7日(月)から5月20日(火)必着
【提出方法】
応募作品は各自又は書道教室等でとりまとめ、応募者
の学校名、学年及び氏名をご記入し一覧表を付けて
南部水道企業団までご持参か郵送してください。

いつでも・どこでも・手軽に
Web口座振替受付サービス

●パソコン、スマートフォン、タブレット端末等からインターネットを利
用して口座振替の申込みができるサービスです。
●役場や金融機関の窓口に出向く必要がなく、
　「口座振替依頼書」への記入や届出印も不要です。
●24時間いつでも申込みが可能です。
　（但し、メンテナンス時間を除く）

●琉球銀行
●沖縄銀行
●沖縄海邦銀行

●キャッシュカード発行済みの
　普通預金口座
●納税(納入)通知書または納付書
　（科目により通知書番号の入力が必要）

町県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
学校給食費
保育園保育料

税務課

対象科目 お問い合わせ先

TEL:098-889-0523

TEL:098-889-4418国保年金課

TEL:098-889-3691給食センター
TEL:098-889-7028こども課

詳しくは、ホームページよりご確認ください。
ホームページ内の右上にあるページID検索バーから
ページID「7140」を入力して検索してください。

始まります
Web口座振替受付サービスとは

申込み可能な金融機関 用意するもの

住民環境課 ☎889-4414問　南風原町外にお住まいの方でも、南風原町に本籍がある方は、マイナンバーカードを利用して、
コンビニで戸籍の証明書および戸籍の附票が取得できるようになりました(本籍地サービス）。　
※南風原町外にお住まいの方がコンビニ交付サービスを利用する場合、事前に利用登録申請が必要です。

【日時】令和７年２月２５日(火)から
【対象】：町民

7 14 0

令和8（2026）年3月31日まで延長！！（予定）

【運行時間】8時から20時まで延長
【運行台数】最大3台運行

【運行時間】10時から19時まで
【運行台数】1台運行

●乗降場所を新たに6カ所追加予定
　（全388箇所） ※4月中旬頃予定

平　日

土日祝日

その他

※本事業は予告なく変更される場合もありますので、ご留意ください。※詳しい内容は、まちづくり振興課（889-4412）までお問い合わせください。

本籍地サービスがスタートしました

※町HPリニューアルによるアドレス(URL)の変更に伴い、QRの読み取りが機能しない場合がございます。
　予めご了承ください。
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保健福祉課からのお知らせ

●睡眠時無呼吸症候群の検査・治療を行っています。
●救急外来行っています。午前 9 時～午後5時（土曜日は午前のみ）

●ふれあい訪問看護ステーション
●沖縄第一病院指定居宅介護支援事業所
●介護老人保健施設「おおざと信和苑」

●内科　
●心臓血管外科
●耳鼻咽喉科

●訪問リハビリーション
●通所リハビリテーション
●住宅型有料老人ホーム「そよかぜ」

●訪問介護
●通所介護

●外科
●放射線科
●麻酔科

●小児科
●脳神経外科
●人工透析内科

●腎臓内科
●肛門外科
●人間ドック

●呼吸器内科
●泌尿器科
●リハビリテーション科

●消化器内科
●循環器内科
●整形外科

診 療
科 目

併 設

診察時間
月～金《午前》9時～12時　《午後》2時～5時
　　土《午前》9時～12時
※休診日／日曜・祝日

〒901-1111南風原町字兼城642-1 ☎（098）888-1151

理事長

院　長
宮 城 智 央
石 川 直 樹

手話奉仕員養成講座
入門編受講生募集 昼開催

保健福祉課障がい者福祉班 ☎889-4416問

問

聴覚障がいや、聴覚障がい者の生活及び関
連する福祉制度等についての理解と認識を深
めるとともに、手話で日常会話を行うに必要な
手話語彙及び手話表現技術を習得する。
【開 催 日】
●入門編:令和7年5月8日(木)～令和8年2月12日(木)
●基礎編:令和8年4月頃～令和9年2月頃
【場　　所】●南城市(13回)　●八重瀬町(13回）
　　　　　●南風原町(13回)
【料　　金】テキスト代：4,300円
　　　　　インターネットクラウド教材：2,000円程度
【対　　象】町内在住在勤在学者で2年間受講可能な方
【定　　員】10人
【申込期間】令和7年4月22日(火)17：00まで

ともに支え合うまちづくり
～認知症を知る～を開催しました
3月3日（月）に中央公民館にて、生活支援体制整備
事業における協議体「ともに支え合うまちづくり～認
知症を知る～」を開催しました。一般住民17人、町内
企業・事業所を含む計64人が参加し、南風原町の現
状、生活支援コーディネーターの活動、認知症につい
て知る機会となりました。また、住民と企業・事業所で
認知症について考えるグループワークを行い、認知症
について自分ごととして考えるきっかけになりました。
今後も住民と企業がつながり、認知症の方や高齢
者の方がいつまでも住み続けられる町をめざしてい
きます。今回参加してくださった住民の皆さん、企業・
事業所の皆さんありがとうございました。

「障害者虐待防止研修会」
を開催しました

65歳以上の場合は「地域包括支援センター」 ☎889-3534
65歳未満の場合は「基幹相談支援センター」 ☎889-4416

問

去る２月13日、保健福祉課主催で「令和6年度南風原
町障害者虐待防止研修会」を開催しました。
沖縄中央育成園あおぞら荘の支援課長平石健氏よ

り障害者虐待防止および身体拘束の適正化について
分かり易く説明して頂きました。
町内障害者福祉サービス事業所から支援者等50人
が受講し、参加者から「分かりやすい説明で虐待防止に
ついて理解を深めることができた」「グループワークで
気になる対応の気づきを皆で共有できて良かった」等
の声が聞かれました。

高齢者向け外出支援

南風原町ペアレント・プログラムのご案内【申込期間】4月23日(水)まで

保健福祉課 高齢者福祉班 ☎889-4416
70歳以上で町民税非課税世帯の高齢者の経済的
負担の軽減や日常生活の利便性向上を図るため、タク
シーの初乗り運賃相当額600円を助成します。

子育てに難しさを感じる保護者を対象に、子どもの“得意なこと”や“苦手なこと”を『行動』で理解し、より良い
親子のコミュニケーションを育てる方法を学ぶ全6回の講座です。参加者同士の話し合いを通して、楽しく子育
てをするポイントを学ぶきっかけや、子育ての仲間を見つける機会につなげます。

【内　　容】
600円（タクシーの初乗り運賃相当額）の
チケットを１世帯につき１月４枚交付します。
※２０日以降の申請の場合は、翌月分から交付。
【対　　象】
70歳以上の町民非課税世帯(施設入所者を除く)で
自家用車が無く、町内に協力的な親族がいない高齢者
【利用期間】令和8年3月末まで
【申込期間】令和７年４月１日～
【申込方法】役場2階
　　　　　保健福祉課
　　　　　（②番窓口）

高齢者および障がいを
抱えた方の虐待に関す
る相談は、保健福祉課
にて受付けております。
お気軽にご相談下さい。

こどもセンターゆいまわる
〒901-1102　南風原町字宮城29番地
Tel：098-851-7897　Fax：098-901-4415
E-mail：info＠yuimawaru.com

南風原町民生部保健福祉課障がい者福祉班
〒901-1195　南風原町字兼城686番地
Tel：098-889-4416　Fax：098-888-1772
E-mail：H8894416S@town.haebaru.lg.jp

問
い
合
わ
せ

対 

象

無 料

＊託児も相談に応じます。ただし、定員に限りがある
ので申込多数の場合はお断りすることがあります。

＊QRより申込ページにて必要事項を記入し申し込みを行
うか、参加申込書を記入しこどもセンターゆいまわる又
は南風原町役場保健福祉課に直接提出してください。

＊電話での問い合わせは｢ペアレント･プログラムについ
て｣とお伝えください。

●南風原町在住の３歳児～低学年（小学校１・2年生）の子どもの保護者。
●子育てに難しさを感じており、継続した全6回のプログラム受講が可能な方。

【日　　程】全6回：●5月9日(金)   ●5月23日(金) ●6月6日(金)
　　　  　　　　 ●6月20日(金) ●7月4日(金)   ●7月18日(金)
【時　　間】10:00～11:30(受付 9：45～)
【場　　所】南風原町中央公民館2階　第1・2研修室
【定　　員】10人※定員を超える申し込みがあった場合は、

選考により参加者を決定します

【申込方法】郵送、電話、FAX、メール、QR

65歳以上の高齢者なんでも相談窓口
問 地域包括支援センター ☎889-3534
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